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【開催日】 令和８年５月１９日（火） 

【開催場所】 第２委員会室 

【開会・散会時間】 午前１０時～午前１０時２３分 

【出席委員】 

委員長 恒 松 恵 子 副委員長 中 島 好 人 

委員 穐 本 真 一 委員 武 野 裕 司 

委員 中 村 博 行 委員 福 田 勝 政 

委員 矢 田 松 夫   
 

【欠席委員】 なし 

【委員外出席議員等】 

副議長 大 井 淳一朗   
 

【執行部出席者】 

副市長 古 川 博 三 経済部長 高 橋 雅 彦 

公営競技事務所副所長 大 下 賢 二 公営競技事務所主査 益 冨 孝 重 
 

【事務局出席者】 

局長 舩 林 康 則 議事係書記 末 岡 直 樹 
 

【審査内容】 

１ 議案第３７号 令和８年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計補正 

予算（第１回）について 

２ その他 

 

午後１０時 開会 

 

恒松恵子委員長 おはようございます。ただいまから産業建設常任委員会を開

会いたします。本日の審査日程につきましては、お手元に配付しており

ますとおりに進めてまいります。それでは、審査内容１番、議案第３７

号令和８年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計補正予算（第１

回）について、執行部の説明を求めます。 
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高橋経済部長 議案説明に入る前に、私から皆様方に一言お伝えしたいことが

あります。公営競技事務所の山本所長につきましては、昨日から明日ま

で本場開催をしております。公営競技事務所長は、開催執務委員長とい

う立場がありますので、そちらを優先してということで、昨日の本会議

も欠席しましたし、今日の委員会も欠席しております。御了承のほどよ

ろしくお願いいたします。それでは副所長から説明させていただきます。 

 

大下公営競技事務所副所長 本日はどうぞよろしくお願いいたします。それで

は、議案第３７号令和８年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計

補正予算（第１回）について、御説明いたします。なお、お手元に資料

を用意しておりますので、こちらも併せて御説明させていただきます。

今回の補正は、令和７年度の決算見込みにつきまして、歳入が歳出に対

して不足する見込みでございますので、地方自治法施行令第１６６条の

２の規定に基づきまして、令和８年度の歳入を繰り上げて、これに充用

しようとするものであります。予算書１ページをお願いします。第１条

でございます。歳入歳出予算総額に、それぞれ５億２，０００万円を追

加し、歳入歳出予算総額をそれぞれ３０４億８，４０５万９，０００円

とするものです。続きまして、予算書５ページ、６ページをお願いしま

す。上段の歳入では、３款２項１目雑入、１節雑入におきまして、歳入

欠陥補填収入として、５億２，０００万円を計上しています。また、下

段の歳出では、５款１項１目前年度繰上充用金、２１節補償、補填及び

賠償金におきまして、前年度繰上充用金として、令和７年度の歳入歳出

不足額に充てるため、同じく５億２，０００万円計上しています。続き

まして、委員会提出資料の御説明をさせていただきます。まず、資料１

を御覧ください。こちらの資料は、令和７年度の各場の売上げを集計し

たものであり、通常開催、ミッドナイトレース開催及び重勝式の状況で

あります。山陽場の下の合計欄が、５場全体の売上合計で、総車券売上

額は、１，２９６億６，０９９万１，９００円となり、対前年度比１１

０．２％となっています。令和６年度に引き続き、業界全体で１，００
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０億円台を維持しております。このような売上状況の中、山陽場ですが、

黄色で色塗りしている欄になります。まず、左端の開催日数ですが、上

段が令和７年度の開催日数で１４７日となっています。下段が令和６年

度の開催日数で１４５日ですので、２日の増加となっています。続きま

して、山陽場の総車券売上額ですが、２６５億３，７９６万４，５００

円、対前年度比１０９．６％と伸びております。内訳では、本場売上、

公式投票、場間場外、専用場外は減少となったものの、民間ポータルが

１１３．８％、重勝式が１１０．０％と伸びています。次に、表の中央

やや右にあります本場入場者数ですが、こちらの数値は山陽場の本場開

催に来られたお客さんの人数になります。年間４万２，０８９人の１日

平均では６２８人となっています。続きまして、この後の資料２及び資

料３ですが、資料２が通常開催のみで、資料３が別枠開催と呼ばれるミ

ッドナイトレースのみを記載したものであり、それぞれ資料１の内訳と

なります。まず、資料２を御覧ください。これは、通常開催のみですが、

山陽場は黄色の欄になります。開催日数は、６７日開催しました。次に

総車券売上額ですが、１０７億９，６６４万５，７００円となり、対前

年度比で１０８．３％、一日平均では、１億６，１１４万３，９００円

で、対前年度比１０２．０％と売上げを維持している状態であります。

続きまして、資料３を御覧ください。これは、別枠開催のミッドナイト

レースのみですが、山陽場は同じく黄色の欄になります。開催日数は、

８０日開催しました。次に総車券売上額ですが、１３４億３，３７４万

２，３００円となり、対前年度比１１０．７％と伸び、一日平均も、１

億６，７９２万１，７００円で、対前年度比１１３．９％と伸びており

ます。続きまして、資料４をお願いします。こちらの資料は、各種の決

算見込数値をまとめたものになります。資料の左側に付しています番号

に沿いまして御説明いたします。まず、１は、令和７年度歳入歳出決算

見込になります。歳入が２７０億５，５５９万円、歳出が２７５億３，

８６６万６，０００円となり、歳入歳出差引不足額が４億８，３０７万

６，０００円となる見込みです。この歳入歳出差引不足額が令和７年度

末での累積赤字見込額となります。なお、この度の補正予算におきまし
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ては、５億２，０００万円を繰上充用金として計上しています。続きま

して、２は令和７年度の単年度収支になります。歳入は１と同じく２７

０億５，５５９万円となります。一方、歳出には、次の３にあります、

これまでの累積赤字額つまり前年度繰上充用金が含まれていますので、

この金額６億４，３１７万円を除いた、２６８億９，５４９万６，００

０円が歳出額になります。その結果、１億６，００９万４，０００円の

黒字となる見込みです。続きまして、３は累積の赤字額になります。１

と同じ数値となりますが、こちらは、前年度からどれだけ累積赤字額が

減っているのかに着目した計算になります。令和６年度末の累積赤字額

が６億４，３１７万円でしたので、この数値から、先ほどの令和７年度

の単年度黒字額１億６，００９万４，０００円を差し引いた４億８，３

０７万６，０００円が令和７年度末の累積赤字額となります。続きまし

て、４はリース料関係になります。令和６年度末のリース料の残額が１

億５，３４３万円で、令和７年度に７，６７１万３，０００円返済しま

したので、令和７年度末のリース料の残額は、７，６７１万７，０００

円となる見込みです。なお、リース料は、今年度末、令和８年度末で完

済予定です。続きまして、５は累積赤字額とリース料残額の二つの債務

が前年度からどれだけ減っているのかという数値になります。上記３の

アと４のイを合算したものとなります。右端に付していますアルファベ

ットＡの２億３，６８０万７，０００円が令和７年度の二つの債務解消

額になり、その下の５億５，９７９万３，０００円が令和７年度末の二

つの債務残額となります。続きまして、６と７は保有する二つの基金に

なります。６が施設改善基金、７が財政調整基金になります。６の施設

改善基金を主により多く積み立てることとしており、７の財政調整基金

は、不測の事態に備えるため２億円を目途に積み立てることとしていま

す。両基金の増減額となりますⅮとＥを合算した下から２行目の６億３，

４７５万５，０００円が、令和７年度に増額となった基金の総額となり

ます。この金額に、先のＡ、２億３，６８０万７，０００円を最も下の

行Ａ＋Ｄ＋Ｅの金額８億７，１５６万２，０００円が令和７年度の基金

も含めた実質収支改善額になります。令和７年度につきましても、皆様
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の御理解を頂きながら、単年度収支におきまして黒字、さらには基金へ

も一定額を積み立てることができました。こうしたことも踏まえまして、

実質収支改善額という表現を用いさせていただいております。続きまし

て、資料５を御覧ください。こちらの資料は、小型自動車競走事業特別

会計をその性質により大きく三つにグループ分けした表になります。資

料の左側に付しています番号に沿いまして御説明いたします。まず、１

は開催に係る収支で、通常開催及びミッドナイト開催を合わせたもので、

この部分が包括的民間委託に係る収支となります。歳入は、主なものと

して、①の本場開催発売金２４３億８，６１３万円、場外事務協力収入

２億２，９６３万９，０００円などを合計した⑤は、２４６億４，４７

８万４，０００円となります。続きまして、歳出②の義務的経費は、払

戻金、ＪＫＡ交付金で、備考欄に茶色でマーカーした数値１７４億３，

２０７万５，０００円となります。次に③の開催経費は、賞典費の１０

億４，０４０万２，０００円などを合計した備考欄に黄色でマーカーし

た開催経費の合計５３億２，３３９万２，０００円となります。そして、

項目黄色括弧書きの収益保証は９億８，８２３万５，０００円、④の包

括的民間委託料は９億１０８万２，０００円となり、歳出もこれらを合

計した⑤の２４６億４，４７８万４，０００円となり、（Ａ）の歳入歳

出差引はゼロ円となります。続きまして、２は開催以外に係る収支にな

ります。歳入の主なものは、浜松市借り上げ開催に伴う施設貸付収入３，

２６２万円や市の収益保証９億８，８２３万５，０００円で、歳入合計

は⑧の１０億２，８２５万円となります。歳出は、⑦の項目にあります

リース料７，６７１万３，０００円や一般会計繰出金７，０００万円、

基金積立金や前年度繰上充用金等を含めた合計１５億３，９９９万６，

０００円で、（Ｂ）歳入歳出差引は、マイナスの５億１，１７４万６，

０００円となります。続きまして、３は重勝式に係る収支になります。

歳入は、⑨重勝式発売金の２３億７，０７９万１，０００円になります。

歳出は、⑩の義務的経費であります重勝式払戻金・返還金とＪＫＡ交付

金の合計が備考欄茶色のマーカー１７億１０５万９，０００円で、⑪の

開催経費は、各開催場への負担金、全動協への特別拠出金等の合計で備
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考欄黄色のマーカー２億３，９０７万６，０００円となっています。⑫

の重勝式発売業務委託料、そして⑬の施設改善基金への積立金を合計し

まして⑭の歳出合計が、２３億４，２１２万１，０００円になります。

この重勝式に係る収支（Ｃ）の歳入歳出差引は、２，８６７万円のプラ

スとなります。よって、（Ａ）+（Ｂ）+（Ｃ）の合計は、４億８，３０

７万６，０００円となり、これが令和７年度末での累積赤字額となりま

す。これら三つのグループの収支を整理し、まとめたものが表の下側に

なります。先ほど資料４で御説明した内容と同じものになりますので、

説明は割愛させていただきます。以上で補正関係の説明を終了します。

御審査のほどよろしくお願いいたします。 

 

恒松恵子委員長 執行部の説明が終わりました。ここで委員からの質疑を求め

ます。お手元の補正予算書１ページから５ページの上段、歳入までの質

疑を求めます。 

 

中村博行委員 本会議場でも若干の説明はありましたけども、今回は繰上充用

で５億２，０００万円です。赤字の額が４億８，０００万円ということ

で、当然余分を見越して、金額を計上しているとは思います。赤字４億

８，０００万円に対して、繰上充用５億２，０００万円の上げ幅につい

ては、毎回そういう形になっていると思うんですけど、何か根拠がある

のか、大体このぐらいという目安でされているのでしょうか。 

 

大下公営競技事務所副所長 決算見込みは、ほぼ確定値に近いのですが、私た

ちも当然、歳入歳出を全部確認しました。それでも経費の払い漏れがあ

るとか、費用が生じてはいけませんので心持ち幅を持っております。 

 

恒松恵子委員長 そのほか歳入について。 

 

穐本真一委員 ５ページの２の歳入、３款諸収入の雑入です。令和８年度当初

の予算書１２ページで市預金利子１万円が上がってまして、雑入と合わ
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せて、計のところが一緒の表示になるんじゃないかと思ったんですが。 

 

大下公営競技事務所副所長 当初予算で別の項で、１万円を預金利子で計上し

ていますので、その合計したものが５億２，００１万円になります。 

 

恒松恵子委員長 そのほか、歳入について。（「なし」と呼ぶ者あり）次に、

５ページの下段からの歳出について、質疑はありますか。それでは歳入

歳出の質疑を終わりまして、資料１、２、３、施行者別車券売上金額入

場者数利用者数集計表でございます。（「なし」と呼ぶ者あり）次に資

料４。 

 

中島好人副委員長 一番上、歳入額は２７０億円で、歳出額が２７５億円です

よね。ですから５億円余りが不足するので、５億２，０００万円繰上充

用するということですけども、議案説明の中で、要するに総額が３０４

億円ですよね。とすると、３０億円余りの幅を持つ説明をお願いします。 

 

大下公営競技事務所副所長 今回の第１回補正は令和８年度予算です。資料４

の歳入歳出決算見込額は、令和７年度の決算見込額で、その乖離が約３

０億円あるということです。 

 

中村博行委員 累積が４億８，０００万円であり、今年度のもろもろ基金をの

けた単年度収支が１億６，０００万円。単純に考えると３年ぐらいで、

繰上充用もなくなると考えられるんですけど、どのぐらいの見込みで繰

上充用がなくなるか教えてください。 

 

大下公営競技事務所副所長 ここ数年は売上げが順調に伸びており、それに伴

って収益も伸びています。基本的には、前年度の累積赤字解消額を上回

る額を、次年度解消するスタンスで今取り組んでいます。例えば、令和

８年度１億８，０００万円、令和９年度２億円解消を目指してますので、

このままの調子でいけば、令和１１年度には逆に繰越金が出るのではと
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いう推測はしています。引き続き、売上げが上がるよう努力してまいり

ます。 

 

中村博行委員 そうすると累積はゼロになり、これからプラスに移行するとい

う見立てですけれども、一般会計のほうにも入れられるのか、それとも

基金を多く積み立てて、これからの施設改善に持っていかれるという計

画はありますか。 

 

大下公営競技事務所副所長 計画等は考えておりませんけども、三つを両立で

きるように、引き続き、頑張っていきたいとは思っています。 

 

恒松恵子委員長 そのほか、資料４から質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ

者あり）続いて、資料５から質疑を求めます。 

 

穐本真一委員 資料５の重賞式に係る収支で施設改善基金積立金が、昨年は７，

０００万円ほどで、今年が１億２，０００万円であり、５，０００万円

ほど計上が上がっている根拠は何かあるんでしょうか。 

 

大下公営競技事務所副所長 売上げが伸びたのもありますし、経費が減少した

ということもあります。 

 

穐本真一委員 この積立ても、基金に対しての何か目標金額みたいなものはあ

るんでしょうか。 

 

大下公営競技事務所副所長 施設改修を控えておりますので、できれば多く積

み立てたいと思っています。 

 

恒松恵子委員長 そのほか、資料全般で質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ

者あり）それでは以上で質疑を終わります。討論はありますか。（「な

し」と呼ぶ者あり）それでは、これより採決いたします。議案第３７号
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について、賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

恒松恵子委員長 全員賛成で可決すべきものと決しました。審査番号２番、そ

の他。よろしいですか。（「なし」と呼ぶ者あり）それでは、以上をも

ちまして、産業建設常任委員会を閉会いたします。お疲れさまでござい

ました。 

 

午前１０時２３分 散会 

 

令和８年（2026 年）５月１９日 

              

  産業建設常任委員長  恒 松 恵 子   

 


